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不登校になった児童への遊戯療法
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められたに等 しい息苦 しさを感 じていたに違いな
い。空間をのぞき込む大人の顔を彼はどんな思い
で見上げていただろうか。不安と恐怖は計り知れ





































































































































































































































































































写真 9 古い町と新 しい町
写真 8 町を作っている
つながった』と裕貴は安心したように語った。
箱庭に中央には噴水があり、左の上の方にも湧
き水がある。噴水を中心に3本の木が中央に立っ
ている。バランスがとれていて安定した構図だ。
裕貴は、これを最後に箱庭を作らなくなった。
5年生になってからの遊びは、もっぱらインター
ネット。ぬいぐるみも箱庭もいらないのだ。久田
君とゲームの話をして、インタニネットで知りた
い情報を集める。久田君は、「ボクがよく知らな
いと、教えてくれるし、むしろ、ボクが気を遣っ
てもらっている感じがします」と言うほど、言葉
のやりとりも相方向で、キャッチボールになって
きた。
家でも家族と一緒に買い物に行くと、自分の好
きな物を一人で買いに行くことができるようになっ
てきた。思いを言葉にのせて表現すること、相手
に伝えたいという意思を向けることができるよう
になってきたのだ。
く教室へ>
5年生の久保先生は、はきはきして女性の先生。
裕貴の担任である。久保先生は裕貴に5年生とし
ての要求を正 しく伝えてくれる6たとえば、「先
生は、裕貴さんにも5年生としてみんながしてい
ることをして欲しいと思っています。宿泊訓練に
一緒に行って欲しいと思っているけど、裕貴さん
はどう思う?」というように私メッセージで提案
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し、裕貴が考える時間を与えてくれる:そ して、
最終的には裕貴が自分で決めたことを尊重してく
れるのだ。たとえ、『宿泊訂1練には行かない』と
いう結果でも、「わかったよ。 じゃあ、みんなが
宿泊訓練をしている間、裕貴さんは裕貴さんの宿
泊訓練を家でして欲しいんだけどできますか?」
と再度 提案し直し、「みんなと同じことができ
なかった自分」ではなく、「みんなと同じ時間に
別の場所で宿泊訓練をした自分Jになるようにチャ
ンスを与えてくれるのだ。宿泊訓練は、裕貴もス
ケジュール表を見ながら、『今は、カレーを作る
時間だ』、『今は掃除の時間だから掃除をしなくて
は』と言いながら、参カロすることができた。もち
ろん、家ではあるが。
しかし、このことで裕貴はみるみる自信をっけ
ていった。 2学期には、久保先生から新しい提案
があった。「明日の予定を知っておくといいと思
うから、自分で連絡帳に予定を書きに来ない?み
んなが帰った後でもいいですよ」という提案であ
る。裕貴は、その提案を受け入れ、終礼が終わっ
た後に教室に入り、黒板の連絡事項を書くことが
できるようになった。クラスメニトは全員帰って
いるわけではない。何人かが残っている。そして、
裕貴が書き終わった頃、裕貴も含めた数人で一緒
に下校することができるようになった。
「指示」ではなく 「提案」である。同じ言葉で
も受け取る側にとっての意味が大きく異なる。自
分の思いを尊重してくれることが確認できれば、
子どもは大人の思い (要求)を受け入れる努力を
してくれるものだ。「行うか行わないか」ではな
く、「どのように行うか」に焦点が当たっていく。
く旅立ち 。出発>
5年生の終わりの頃、3月15日のことである。
この日は、久田君が大学を卒業して他大学の大学
院に進学するために裕貴と久田君の最後のセ,ショ
ンの日になった。このことを裕貴はお母さんから
聞いて知っている。
いつものようにゲームの話やインターネットで
検索をしていた裕貴だが、後半 『久しぶりに作り
写真10 これで走れる
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たい』と言って、 1年ぶりに久田君を箱庭に誘っ
た。
そして、作ったのが写真11である。
中央に高くなった部分から飛行機が飛び立とう
としている。手前にはヘリコプターも離陸を待っ
ている。新幹線も出発間近だ。町もにぎやかで、
左側には日本庭園があり、湧き水も豊かにあふれ
出ている。樹木も青々として元気だ。飛行機の下
には、ブランコや滑り台(砂場など子どもの遊び
場が隠されている。「子どもの自分を内側にしま
い込み、飛び立つ自分 」と、「大学院に旅立つ久
田君への祝福とエール」として見ることができる
作品。そこにいる私たちは静かに見守り続けた。
言葉では言えない思い、感謝、祝福、そして、
「子どもの自分」を卒業するというメッセージを
託してくれた作品だった8
くその後の裕貴>
6年生になり、裕貴が面接にきたのは学期に1
度になった。久田君がいなくなった後、他の人に
変わることを彼は選ばなかった6私は、あの旅立
ちは自分のことでもあったのだと感じた。たまに
訪れる時も、ちょっとした気分転換のような感じ
で表情も明るい。
6年生でも、裕貴は自己決定の機会を得て、 3
学期には教室にはいることができ、中学校への体
験入学にもみんなと一緒に参加し、卒業式にも参
カロすることができた。
現在、裕貴は中学校 3年生。風邪以外は休まず、
ごく普通の学校生活を送っている。部活は美術部
である。絵を描くことは、彼にとって大切な表現
形態である。小学校 6年間、集団生活を体験して
こなかった裕貴にとって、中学校生活は戸惑いも
多かっただろう。
たまにお母さんから報告のメールが私に来る。
『お母さん、掃除の仕方がわからない』と尋ねる
裕貴に、「適当に動いて観察すれば?」と軽く応
じるお母さんの雰囲気がいい。その軽さが、裕貴
に、『そうだね。見ているうちにわかってくるよ
ね』と現実をうまく対処するアイディアをもたら
している。
裕貴は遊びを通して語ってくれたことは多かっ
た。まだ十分に深めていないが、彼と遊んだ 「ぐ
るぐる遊び」と 「ぬいぐるみ遊び」、そして 「箱
庭」の表現をじっくり眺めて、裕貴の思いを感じ
てみたいと思っている。
(本論文中の固有名は全て仮名である)
写真11 旅立ち
